
生活や社会を支える生物育成の技術について，調べる活動，安全・適切な飼育栽培活動等を通してよりよい生活や持続可
能な社会を構築する資質・能力を育成する。

年度 学年 教科 授業数／週

令和8年度 ３年 技術家庭科：技術分野 0.5

教科書

開隆堂（C:生物育成に関する技術，D:情報に関する技術）

補助教材

正進社：技術ハンドノート：生物育成に関する技術

年間指導目標

観点 評価材料 評価基準

知識
・
技能

・定期テスト
・作品

左記の評価材料を点数化し，総合的に評価する。

A：達成できた（８割以上）
B：概ね達成できた
C：あまり達成できなかった（３割以下）

思考
・
判断
・
表現

・栽培レポート
・学習カード

左記の評価材料を点数化し，総合的に評価する。

A：達成できた（８割以上）
B：概ね達成できた
C：あまり達成できなかった（３割以下）

主体的に
学習に
取り組む
態度

・学習カード
・授業への取り組み方
・栽培レポート

左記の評価材料を点数化し，総合的に評価する。

A：達成できた（８割以上）
B：概ね達成できた
C：あまり達成できなかった（３割以下）

注意事項 一人一つのヒマワリ栽培を行い実習を通しながら、栽培への知識を深めていく。

アドバイス ヒマワリ栽培を丁寧に行い、責任をもって育てきること。また、栽培技術についての理解を深めましょう。


